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　私たちの生活している地球の環境状態を、人工衛星から観測する
リモートセンシング技術。今日重要な役割を果たしているこのリ
モートセンシング技術の確立・発展のため、1978年10月、埼玉県
比企郡に地球観測センターが設立されました。
　緑豊かな自然に囲まれたセンター内には、3つの巨大なパラボラ
アンテナがあり、日々衛星からのデータを受信して、各種装置によ
り、コンピュータで取り扱い易い形にして保存・管理されます。
　この後、研究機関や大学、国内外のユーザの注文に応じて、コン
ピュータにより「人間が見てすぐわかる画像」に処理して提供さ
れ、環境問題の解明や災害監視、資源調査といった幅広い分野で利
用されています。

説明員が、施設をご紹介します（要予約、平日のみ）。事前の申し込みが
必要となりますので、詳しくは下記までお問い合わせください。
TEL :049-298-1385（平日10時～17時30分）

また「地球観測体験」や「地球観測画像ギャラリー」などでさまざまな地球
の顔を見ることができます。
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■災害監視
2011年3月11日に東日本
大震災が起こりました。 地震
後（左：3月14日）と、地
震前（右：2月27日）の画
像です。沿岸部が広く冠水
している様子が分かります。

地球観測センターが地球観測衛星から受信した画像データは、それぞれの目的に合わせて解析・処理
されています。その画像データは、地球環境保護をはじめ、各種の産業やさまざまな分野の研究に利
用されています。

■北極海の海氷
2011年9月9日の北極海
の海氷面積です。海氷密接
度のデータから算出した地
球環境の研究に欠かすこと
の出来ない貴重なデータで
す。

いつ、どんな運用をするか
計画を立てます。

衛星からの大量のデータをアーカイブし、利
用者の要求に応じて速やかに検索できるよう
に、コンピュータ管理しています。

■台風
2008年 5月2日、サイク
ロン“Nargis”がミャンマー
のイラワジ川デルタ地帯を
襲いました。中心付近の雨
の構造が細かく見えている
のがPR（降雨レーダ）によ
るデータです。観測
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